
第４　令和３年度東郷町企業会計当初予算の概要

１　下水道事業会計

⑴　予算編成の基本的な考え方

⑵　予算の概要

ア

金額 構成比 金額 構成比

営業収益 下水道使用料 388,876 44.7 360,527 44.6 28,349 7.9

営業外収益 他会計負担金 271,104 31.2 235,446 29.2 35,658 15.1

長期前受金戻入 208,296 24.0 210,076 26.0 ▲ 1,780 ▲ 0.8

雑収益 1,259 0.1 1,315 0.2 ▲ 56 ▲ 4.3

869,535 100.0 807,364 100.0 62,171 7.7

金額 構成比 金額 構成比

営業費用 管渠費 97,372 11.2 44,836 5.6 52,536 117.2

ポンプ場費 13,308 1.5 22,686 2.8 ▲ 9,378 ▲ 41.3

総係費 103,484 11.9 99,649 12.4 3,835 3.8

流域下水道維持
管理費負担金

179,974 20.7 162,309 20.2 17,665 10.9

減価償却費 390,736 44.9 390,654 48.5 82 0.1

営業外費用
支払利息及び企
業債取扱諸費

69,596 8.0 79,014 9.8 ▲ 9,418 ▲ 11.9

消費税及び地方
消費税

5,000 0.6 5,000 0.6 0 0.0

雑支出 410 0.1 170 0.0 240 141.2

特別損失 その他特別損失 1 0.0 0 0.0 1 皆増

予備費 予備費 10,000 1.1 1,000 0.1 9,000 900.0

869,881 100.0 805,318 100.0 64,563 8.0

　公共下水道は、健全で快適な生活環境の確保と公共用水域の水質の保全を図るため
に必要不可欠な都市基盤施設です。
　未整備地域について建設工事を実施するとともに、既存施設の維持管理や改築更新
を行い、適正かつ継続的に下水道事業を運営していくための予算を策定しました。

　下水道事業会計は、収益的収支と資本的収支の２種類に区分されます。

　収益的収支
　一事業年度における営業活動から発生する収益とこれに対する費用を計上したも
のです。具体的には、収入には下水道使用料を主に計上し、支出には下水道施設の
維持管理費等を計上しました。

（単位：千円、％）

比較増減 増減率

収益的支出 （単位：千円、％）

令和２年度

収益的収入

下水道事業収益

令和３年度
款 項 目

合計

比較増減 増減率

合計

令和３年度 令和２年度
款 項

下水道事業費用

※　▲は、減を示しています。

※　▲は、減を示しています。
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金額 構成比 金額 構成比

企業債 企業債 22,200 11.7 43,200 14.8 ▲ 21,000 ▲ 48.6

他会計出資金 他会計出資金 166,145 87.9 209,516 71.8 ▲ 43,371 ▲ 20.7

国庫補助金 国庫補助金 0 0.0 29,400 10.1 ▲ 29,400 皆減

負担金等
分担金及び負担
金

667 0.4 9,685 3.3 ▲ 9,018 ▲ 93.1

189,012 100.0 291,801 100.0 ▲ 102,789 ▲ 35.2

金額 構成比 金額 構成比

建設改良費 管渠建設改良費 19,084 5.1 95,534 21.3 ▲ 76,450 ▲ 80.0

流域下水道建設
費負担金

12,663 3.4 10,457 2.3 2,206 21.1

企業債償還金 企業債償還金 343,031 91.5 342,292 76.4 739 0.2

374,778 100.0 448,283 100.0 ▲ 73,505 ▲ 16.4

款 項 目

款 項 目

資本的収入 （単位：千円、％）

令和２年度

※　▲は、減を示しています。

　資本的収支
　資産を取得するために必要な収支を計上したものです。具体的には、収入には企
業債や他会計出資金等を計上し、支出には未整備地区の建設工事を行うための管渠
建設改良費等を計上しました。

合計

資本的支出

合計

資本的収入

資本的支出

令和３年度

令和３年度 令和２年度

増減率

比較増減 増減率

（単位：千円、％）

比較増減

※　▲は、減を示しています。
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